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序
　
論
　
当
該
論
文
で
は
、
日
本
曹
洞
宗
の
宗
祖
と
さ
れ
る
道
元
（
一
二
〇
〇
〜
一
二
五
三
）
の
代
表
的
著
作
『
正
法
眼
蔵
』
を
採
り
上
げ
、
特
に
『
正
法
眼
蔵
』
の
中
で
、『
妙
法
蓮
華
経
』
を
引
用
す
る
幾
つ
か
の
巻
に
つ
い
て
の
考
察
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
序
論
で
は
、
ま
ず
『
正
法
眼
蔵
』
を
取
り
巻
く
問
題
に
つ
い
て
扱
っ
た
。
そ
こ
で
紹
介
し
た
も
の
は
、
七
十
五
巻
本
と
十
二
巻
本
に
お
い
て
、
ど
ち
ら
が
道
元
の
真
意
を
表
し
て
い
る
か
、
す
な
わ
ち
、
ど
ち
ら
が
真
の
『
正
法
眼
蔵
』
で
あ
る
か
、
ま
た
、
真
に
道
元
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
『
正
法
眼
蔵
』
と
は
何
か
に
つ
い
て
の
論
争
で
あ
る
。
当
該
論
文
で
は
、
原
則
、
七
十
五
巻
本
と
十
二
巻
本
に
つ
い
て
は
、
同
等
に
扱
っ
た
。
　
続
い
て
、
道
元
の
思
想
背
景
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
触
れ
た
。
ま
ず
採
り
上
げ
た
も
の
は
、
道
元
の
思
想
遍
歴
の
有
無
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。
特
に
、
思
想
遍
歴
を
主
張
す
る
立
場
の
中
に
、『
法
華
経
』
が
思
想
の
転
換
を
担
う
役
割
を
果
た
す
論
述
が
あ
る
。
ま
た
、
本
覚
法
門
と
禅
思
想
が
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
つ
つ
、
道
元
の
思
想
が
完
全
に
中
国
禅
思
想
の
上
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
や
、
天
台
学
の
思
想
的
影
響
と
い
っ
た
指
摘
が
存
す
る
。
本
論
文
で
は
、
そ
の
検
討
の
中
で
、
様
々
な
『
正
法
眼
蔵
』
に
関
す
る
現
代
語
訳
や
註
釈
書
を
参
考
に
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
水
野
弥
穂
子
氏
訳
註
『
道
元
禅
師
全
集
：
原
文
対
照
語
訳
』
全
七
巻
）
1
（
と
神
保
如
天
、
安
藤
文
英
『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』
全
十
巻
）
2
（
に
よ
っ
た
。
ま
た
、『
正
法
眼
蔵
』
本
文
に
つ
い
て
は
、
一
貫
し
た
底
本
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
河
村
孝
道
校
註
『
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
巻
と
第
二
巻
）
3
（
を
使
用
し
た
。
第
一
章
　「
阿
羅
漢
」
巻
に
つ
い
て
　
二
乗
作
仏
に
関
す
る
「
阿
羅
漢
」
巻
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
検
討
に
よ
れ
ば
、
冒
頭
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
序
品
」
の
「
諸
漏
已
尽
、
無
復
煩
悩
、
逮
得
己
利
、
尽
諸
有
結
、
心
得
自
在
）
4
（
。」
に
つ
い
て
、
道
元
に
よ
り
独
自
な
解
釈
が
施
さ
れ
、
末
尾
の
道
元
の
偈
頌
は
そ
の
言
い
換
え
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
経
典
解
釈
に
つ
い
て
は
、
鏡
島
元
隆
氏
の
論
）
5
（
を
出
な
い
こ
と
が
い
え
る
。
加
え
て
、「
阿
羅
漢
」
巻
に
お
け
る
論
の
展
開
で
は
『
圜
語
録
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
　
更
に
、「
阿
羅
漢
」
巻
に
お
け
る
二
乗
作
仏
論
に
つ
い
て
、「
阿
羅
漢
」
巻
は
、
利
他
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
説
く
こ
と
が
な
い
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
い
て
、
利
他
を
担
う
役
割
を
持
つ
こ
と
も
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
役
割
に
は
、
論
の
展
開
に
重
用
さ
れ
る
『
圜
悟
録
』
で
は
な
く
、『
法
華
経
』
が
大
き
な
任
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
役
割
は
、
『
法
華
経
』
の
利
他
的
な
内
容
を
述
べ
る
文
を
引
用
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、『
法
華
経
』
の
意
味
内
容
で
は
な
く
、
二
乗
作
仏
を
説
く
『
法
華
経
』
と
い
う
、『
法
華
経
』
自
体
が
一
乗
を
宣
揚
す
る
経
典
と
し
て
の
標
示
内
容
が
果
た
す
働
き
で
あ
る
。
第
二
章
　「
諸
法
実
相
」
巻
に
つ
い
て
　
本
章
は
「
諸
法
実
相
」
巻
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
ま
ず
、『
法
華
経
』
方
便
品
の
十
如
是
に
対
す
る
道
元
の
定
義
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
道
元
は
、
諸
法
実
相
と
い
う
語
の
解
釈
に
つ
い
て
、
諸
法
は
実
相
で
あ
る
と
内
容
的
に
は
言
え
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
諸
法
は
実
相
で
あ
る
と
断
言
し
な
い
。
道
元
の
諸
法
実
相
の
定
義
で
は
仏
祖
を
媒
介
と
し
て
諸
法
と
実
相
が
結
び
付
け
ら
れ
る
。
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
『
妙
法
蓮
華
経
』
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次
に
、
道
元
の
諸
法
実
相
観
に
関
す
る
先
行
研
究
を
紹
介
し
、
そ
の
是
非
を
検
討
し
た
。
先
行
研
究
で
証
文
と
さ
れ
る
『
正
法
眼
蔵
』
諸
巻
も
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
諸
法
と
実
相
は
仏
を
媒
介
と
し
て
構
成
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
諸
法
実
相
と
現
成
公
案
に
つ
い
て
比
較
検
討
す
る
必
要
性
が
生
じ
る
ほ
ど
、
両
概
念
の
先
行
研
究
に
お
け
る
定
義
は
酷
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
成
公
案
は
『
正
法
眼
蔵
』
を
貫
く
概
念
で
あ
る
た
め
、
現
成
公
案
に
つ
い
て
本
論
文
で
は
深
く
立
ち
入
る
こ
と
を
避
け
た
。
ま
た
、
論
を
進
め
る
中
で
、
先
行
研
究
で
首
肯
で
き
る
諸
法
実
相
論
は
、
天
台
学
で
論
じ
ら
れ
る
諸
法
実
相
論
と
似
通
っ
て
い
た
た
め
、
道
元
の
諸
法
実
相
論
の
特
徴
を
論
ず
る
中
で
、
そ
の
特
徴
を
限
定
的
に
論
ず
る
必
要
性
が
見
出
さ
れ
、
本
章
の
後
半
で
検
討
し
て
い
る
。
加
え
て
、『
正
法
眼
蔵
』
の
諸
法
や
実
相
に
関
す
る
諸
巻
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
「
十
方
」
巻
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
十
方
と
は
仏
・
自
己
を
起
点
と
し
た
、
測
度
の
及
ば
な
い
無
尽
の
世
界
と
い
え
る
。
更
に
、
「
山
水
経
」
巻
や
「
有
時
」
巻
、「
十
方
」
巻
の
記
述
の
よ
う
に
、
諸
法
や
実
相
は
『
正
法
眼
蔵
』
を
通
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
「
諸
法
実
相
」
を
題
し
た
巻
を
撰
述
し
た
意
図
を
探
る
こ
と
も
、
本
章
の
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
続
い
て
、「
諸
法
実
相
」
巻
に
お
け
る
方
便
品
の
十
如
是
に
関
す
る
文
を
定
義
し
た
後
の
論
の
展
開
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
そ
こ
で
は
、
禅
宗
の
特
徴
と
さ
れ
る
教
外
別
伝
に
対
し
て
批
判
的
な
姿
勢
を
採
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
末
尾
の
定
義
を
冒
頭
に
展
開
さ
れ
た
論
と
合
わ
せ
て
解
釈
す
る
と
、
実
相
か
ら
定
義
づ
け
ら
れ
、
次
で
諸
法
が
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
元
に
と
っ
て
諸
法
実
相
は
実
相
か
ら
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
法
に
つ
な
が
る
概
念
と
言
い
得
る
。
　
更
に
、
引
用
形
式
に
つ
い
て
着
目
し
た
。「
諸
法
実
相
」
巻
は
『
法
華
経
』
の
文
章
を
承
け
て
論
が
進
め
ら
れ
る
た
め
、
禅
籍
以
外
で
引
用
さ
れ
る
も
の
は
『
法
華
経
』
の
み
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
、
引
用
さ
れ
る
禅
籍
は
雪
峰
義
存
（
八
二
二
〜
九
〇
八
）
に
よ
る
も
の
を
除
い
て
、
三
教
一
致
説
へ
の
批
判
や
、
実
相
を
参
究
す
る
必
要
性
の
強
調
、
天
童
如
浄
（
一
一
六
三
〜
一
二
二
八
）
の
称
揚
、
如
浄
以
外
の
道
元
在
宋
時
の
禅
者
へ
の
批
判
、
青
原
門
下
の
称
揚
で
あ
り
、
雪
峰
義
存
に
よ
る
引
用
も
『
法
華
経
』「
法
師
品
」
か
ら
の
引
用
文
中
の
門
と
い
う
語
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、「
諸
法
実
相
」
巻
に
お
け
る
諸
法
実
相
の
定
義
は
『
法
華
経
』
に
一
任
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
更
に
、
諸
法
は
実
相
で
あ
る
と
断
言
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
仏
を
起
点
に
諸
法
は
実
相
と
い
え
る
こ
と
か
ら
、
単
純
に
諸
法
が
実
相
で
あ
る
と
述
べ
て
、
目
の
前
の
諸
法
を
全
肯
定
す
る
こ
と
は
避
け
た
か
っ
た
か
ら
と
い
う
理
由
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
諸
法
を
あ
く
ま
で
実
相
の
標
示
と
み
な
す
と
結
論
し
、
こ
れ
は
、
単
純
な
宋
朝
禅
や
日
本
達
磨
宗
に
対
す
る
霊
性
批
判
と
は
別
の
、
い
わ
ゆ
る
禅
的
な
あ
る
が
ま
ま
の
全
肯
定
を
避
け
る
態
度
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
次
に
、
天
台
学
に
お
け
る
諸
法
実
相
論
に
つ
い
て
、
石
津
照
璽
氏
の
著
作
）
6
（
を
参
考
に
検
討
し
、
道
元
の
諸
法
実
相
論
の
特
徴
を
限
定
的
に
定
義
す
る
必
要
性
を
提
起
し
た
。
検
討
の
中
で
、
道
元
の
経
典
観
を
分
析
す
る
必
要
性
が
導
か
れ
る
。
更
に
、
道
元
は
基
本
的
に
理
と
し
て
天
台
の
実
相
論
を
承
け
な
が
ら
、
修
行
を
無
意
味
化
す
る
こ
と
に
繋
が
る
部
分
は
承
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
修
行
の
無
意
味
化
を
避
け
る
た
め
、
諸
法
が
実
相
で
あ
る
と
の
断
言
を
避
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
、
諸
法
の
定
義
は
、
十
如
是
を
森
羅
万
象
の
諸
法
と
並
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
法
を
参
究
す
る
際
の
、
理
の
側
面
を
弱
め
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
、「
山
水
経
」
巻
の
説
示
か
ら
、
諸
法
を
諸
法
の
ま
ま
参
究
し
つ
つ
、
参
究
し
た
後
、
し
ょ
ほ
う
と
し
て
、
諸
法
と
異
な
っ
て
諸
法
を
見
る
こ
と
が
導
か
れ
、
そ
こ
に
、
十
如
是
の
よ
う
な
分
析
を
不
必
要
と
し
た
理
由
も
見
出
せ
る
。
加
え
て
、
道
元
に
お
い
て
、
諸
法
が
実
相
で
あ
る
こ
と
で
は
な
く
、
諸
法
が
実
相
で
あ
る
と
参
究
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
天
台
学
で
も
『
正
法
眼
蔵
』
で
も
諸
法
実
相
が
心
と
結
び
つ
く
た
め
、
心
の
捉
え
方
、
心
に
よ
る
世
界
観
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
検
討
の
必
要
性
が
新
た
に
提
起
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
論
文
で
は
結
果
と
し
て
、
そ
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
の
み
に
終
わ
っ
た
点
も
あ
る
。
優
秀
修
士
論
文
概
要
（79）1190
第
三
章
　『
妙
法
蓮
華
経
』
を
引
用
す
る
諸
巻
に
つ
い
て
　
「
見
仏
」
巻
、「
如
来
全
身
」
巻
、「
観
音
」
巻
、「
夢
中
説
夢
」
巻
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。「
見
仏
」
巻
で
は
、
信
解
や
修
行
の
必
要
性
を
称
揚
し
つ
つ
、
経
典
の
価
値
も
称
揚
す
る
働
き
を
『
法
華
経
』
が
果
た
し
て
い
る
。
加
え
て
、『
法
華
経
』
は
「
見
仏
」
巻
に
お
い
て
、
作
仏
の
具
体
的
内
容
と
必
要
性
を
説
明
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
続
い
て
、「
如
来
全
身
」
巻
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
て
い
る
。「
如
来
全
身
」
巻
で
は
冒
頭
で
『
法
華
経
』
法
師
品
を
引
用
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
展
開
し
て
い
る
。
加
え
て
、
こ
の
法
師
品
の
引
用
を
含
め
、
経
典
が
三
か
所
に
引
用
さ
れ
、
そ
の
全
て
が
『
法
華
経
』
で
あ
り
、
形
式
だ
け
で
み
れ
ば
、『
如
来
全
身
』
巻
は
『
法
華
経
』
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
論
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、「
法
師
品
」
の
引
用
を
解
釈
す
る
中
、
実
相
を
中
心
に
論
述
が
組
み
立
て
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
が
、
実
相
が
如
来
全
身
で
あ
る
と
内
容
的
に
は
い
え
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、実
相
が
如
来
全
身
で
あ
る
と
断
言
し
な
い
こ
と
か
ら
、「
諸
法
実
相
」
巻
と
同
じ
く
、
無
条
件
の
全
肯
定
を
避
け
た
意
図
が
み
え
る
。
ま
た
、「
夢
中
説
夢
」
巻
や
い
わ
ゆ
る
「
発
無
上
心
」
巻
で
あ
る
七
十
五
巻
本
「
発
菩
提
心
」
巻
と
の
説
示
年
代
か
ら
、「
諸
法
実
相
」
巻
を
撰
述
し
た
意
図
に
も
関
係
し
て
論
じ
得
る
。
加
え
て
、「
観
音
」
巻
と
「
夢
中
説
夢
」
巻
に
つ
い
て
も
少
し
く
考
察
を
加
え
て
い
る
。
「
夢
中
説
夢
」
巻
へ
の
分
析
は
先
行
研
究
の
域
を
出
な
い
が
、「
観
音
」
巻
の
説
示
は
、
そ
の
説
示
内
容
の
み
か
ら
判
断
す
る
と
、
先
行
研
究
の
推
論
を
首
肯
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
結
　
語
以
上
の
三
章
を
通
じ
て
、『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
つ
い
て
、
道
元
は
『
法
華
経
』
に
依
拠
し
て
論
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。『
法
華
経
』
の
基
本
的
な
註
釈
書
で
あ
る
『
法
華
玄
義
』
な
ど
か
ら
、
理
論
的
に
、
天
台
に
よ
る
こ
と
が
い
え
る
。
ま
た
、『
法
華
経
』
自
体
に
価
値
を
認
め
る
こ
と
で
、『
法
華
経
』
を
引
用
す
る
こ
と
自
体
に
価
値
を
認
め
る
立
場
が
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
二
章
で
論
じ
た
「
諸
法
実
相
」
巻
の
記
述
が
特
に
天
台
と
関
わ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。そ
の
中
で
、心
に
対
す
る
考
察
を
進
め
る
必
要
が
課
題
と
な
る
。『
正
法
眼
蔵
』
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
内
容
を
全
て
道
元
の
思
想
的
円
熟
の
発
露
と
み
な
し
、
道
元
の
思
想
的
特
徴
と
し
て
称
揚
す
る
こ
と
は
、
道
元
を
仏
教
一
般
の
伝
統
か
ら
切
り
離
す
こ
と
に
繋
が
る
。
釈
尊
か
ら
の
仏
法
を
受
け
継
い
だ
自
覚
を
持
つ
道
元
の
思
想
を
仏
教
の
伝
統
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
注
（
１
）　
春
秋
社
、
二
〇
〇
二
年
〜
二
〇
〇
七
年
。
（
２
）　
無
我
山
房
、
一
九
一
三
年
〜
一
九
一
四
年
。
（
３
）　
春
秋
社
、
一
九
九
一
年
〜
一
九
九
三
年
。
（
４
）　
道
全
一
・
四
〇
三
頁
。
（
５
）　
「
道
元
禅
師
の
引
用
経
典
・
語
録
の
形
式
的
・
内
容
的
考
察
」（『
道
元
禅
師
の
引
用
経
典
・
語
録
の
研
究
』
二
章
、
木
耳
社
、
一
九
六
五
年
）。
（
６
）　
『
天
台
実
相
論
の
研
究
│
存
在
の
極
相
を
索
め
て
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
七
年
）。
優
秀
修
士
論
文
概
要
（81）1188
　
鎌
倉
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
東
密
の
学
匠
で
あ
る
正
智
院
道
範
（
一
一
七
八
？
│
一
二
五
二
）
は
、
華
王
院
覚
海
（
一
一
四
二
│
一
二
三
二
）
と
禅
林
寺
静
遍
（
一
一
六
六
│
一
二
二
四
）
と
い
う
二
師
の
教
学
を
相
承
し
た
人
物
で
あ
る
。
道
範
の
教
学
で
有
名
な
も
の
は
、
や
は
り
静
遍
よ
り
相
承
し
た
三
点
説
の
教
主
義
で
あ
ろ
う
。
三
点
説
と
は
、
仏
身
を
理
・
智
・
事
の
三
点
に
分
け
、
理
と
智
が
和
合
し
て
い
る
事
点
の
仏
身
が
説
法
す
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
道
範
に
関
す
る
研
究
は
こ
の
三
点
説
に
つ
い
て
の
論
考
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
道
範
は
東
密
に
お
い
て
早
い
段
階
で
初
地
即
極
説
を
採
用
し
て
い
た
人
物
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
本
有
家
と
い
う
、
衆
生
が
本
来
有
し
て
い
る
仏
性
を
重
視
す
る
学
匠
の
一
人
に
も
数
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
本
有
思
想
も
道
範
の
成
仏
思
想
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
教
学
は
後
に
宝
門
を
大
成
し
た
宥
快
と
並
び
称
さ
れ
る
長
覚
に
引
き
継
が
れ
、
寿
門
教
学
の
基
礎
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
範
の
成
仏
思
想
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
空
海
以
降
の
東
密
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
成
仏
論
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
修
士
論
文
は
、
道
範
の
成
仏
思
想
を
考
察
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
三
点
説
と
成
仏
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
論
じ
、
そ
の
成
仏
思
想
の
一
端
を
解
明
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
　
道
範
の
成
仏
論
　
本
章
で
は
、
主
に
道
範
の
成
仏
論
に
お
け
る
「
自
証
・
化
他
」
の
区
分
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
道
範
の
『
即
身
成
仏
義
聞
書
』
に
お
け
る
、「
十
六
生
成
仏
」
の
解
釈
に
注
目
し
た
。
こ
の
十
六
生
成
仏
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
空
海
撰
と
さ
れ
る
『
即
身
成
仏
義
』
が
、
即
身
成
仏
の
証
文
と
し
て
、『
金
剛
頂
経
瑜
伽
修
習
毘
盧
遮
那
三
摩
地
法
』
の
「
十
六
生
成
仏
」
の
記
述
を
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
端
を
発
す
る
。
つ
ま
り
、
十
六
生
を
経
て
成
仏
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
即
身
成
仏
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。こ
の
記
述
に
つ
い
て
、空
海
の
『
即
身
成
仏
義
』
で
は
詳
細
な
解
説
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
記
述
の
解
釈
は
後
世
の
学
匠
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
道
範
の
「
十
六
生
成
仏
」
に
つ
い
て
の
解
釈
は
、
ま
ず
「
自
証
・
化
他
」
の
区
分
を
用
い
、
そ
れ
を
「
本
有
・
修
生
」
に
配
当
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
衆
生
が
本
来
備
え
て
い
る
仏
性
で
あ
る
と
こ
ろ
の
本
有
（
本
覚
）
を
自
証
の
位
に
据
え
て
、
そ
れ
以
降
の
修
生
を
他
の
機
根
に
そ
の
自
証
の
内
容
を
示
す
こ
と
（
化
他
）
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
証
と
化
他
を
本
有
と
修
生
に
当
て
は
め
、
本
覚
の
仏
性
を
開
顕
す
る
た
め
の
始
覚
を
化
他
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
衆
生
の
身
体
の
ま
ま
で
の
本
来
的
な
成
仏
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
次
に
東
密
の
論
義
の
算
題
と
し
て
、「
成
仏
二
利
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
大
日
経
』
の
具
名
で
あ
る
、『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
の
中
の
「
成
仏
」
の
語
に
、「
自
証
」
と
「
化
他
」
の
二
つ
の
意
義
が
含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
を
論
ず
る
算
題
で
あ
る
。
道
範
の
著
作
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
箇
所
を
検
討
す
る
と
、ま
ず
、覚
海
の
教
学
を
受
け
て
著
さ
れ
た
と
さ
れ
る
、『
大
日
経
疏
除
暗
鈔
』（
以
下
、『
除
暗
鈔
』）
で
は
、「
成
仏
」
の
語
は
自
証
の
意
義
に
限
る
と
い
う
結
論
が
出
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
静
遍
の
教
学
も
含
め
て
著
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
大
毘
盧
遮
那
経
成
仏
経
疏
遍
明
鈔
』（
以
下
、『
遍
明
鈔
』）
で
は
、
こ
の
「
成
仏
」
の
語
に
自
証
と
化
道
範
の
成
仏
思
想
研
究
佐
　
伯
　
公
　
宣
1187（82）
他
の
両
義
が
含
ま
れ
て
い
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
遍
明
鈔
』
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、『
即
身
成
仏
義
聞
書
』
に
お
い
て
、
十
六
生
を
自
証
と
化
他
に
よ
っ
て
理
解
し
て
い
た
方
法
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
静
遍
の
教
説
を
受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
範
の
成
仏
論
の
中
で
、
化
他
の
義
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
第
二
章
　
道
範
の
三
点
説
　
本
章
で
は
、
道
範
の
特
徴
的
な
思
想
の
一
つ
で
あ
る
三
点
説
の
教
主
義
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
概
観
し
た
上
で
、
成
仏
論
へ
の
展
開
を
見
出
し
、
先
に
確
認
し
た
、
成
仏
に
お
け
る
「
自
証
・
化
他
」
の
区
分
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
た
。
　
ま
ず
、
三
点
説
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
真
言
宗
で
は
古
来
、『
大
日
経
』
の
教
主
に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発
に
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
教
主
で
あ
る
大
日
如
来
が
い
か
な
る
仏
身
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
議
論
で
あ
る
。
道
範
の
師
で
あ
る
静
遍
は
、
こ
の
よ
う
な
教
主
義
に
つ
い
て
の
議
論
の
中
で
、
三
点
説
を
提
唱
し
た
。
三
点
と
は
、「
理
・
智
・
事
」
の
三
点
で
あ
り
、
こ
の
三
点
を
そ
れ
ぞ
れ
「
自
性
身
・
自
受
用
身
・
他
受
用
身
」
に
配
当
す
る
。
そ
し
て
、
理
智
が
和
合
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
他
受
用
身
が
教
主
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
　
静
遍
か
ら
三
点
説
を
相
承
し
た
道
範
は
、
事
点
の
他
受
用
身
と
は
自
性
身
上
の
他
受
用
身
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
説
法
の
主
体
は
自
性
身
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
法
身
説
法
を
標
榜
す
る
東
密
古
義
派
の
伝
統
と
、
三
点
説
と
の
会
通
を
計
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
事
点
で
あ
る
他
受
用
身
的
な
仏
身
を
教
主
と
す
る
の
で
あ
る
。
　
従
来
の
先
行
研
究
で
は
、
主
に
教
主
義
と
し
て
の
三
点
説
に
つ
い
て
の
考
察
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
道
範
の
三
点
説
に
は
、
教
主
義
に
限
定
さ
れ
な
い
側
面
が
あ
る
。
そ
れ
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
が
、『
即
身
成
仏
義
聞
書
』
巻
下
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
部
分
で
は
、
三
点
説
を
異
本
『
即
身
成
仏
義
』
に
見
出
さ
れ
る
、
理
具
・
加
持
・
顕
得
の
即
身
成
仏
に
そ
れ
ぞ
れ
配
当
す
る
解
釈
が
示
さ
れ
る
。道
範
は
、理
具
・
加
持
・
顕
得
の
三
種
即
身
成
仏
を
そ
れ
ぞ
れ
理
・
智
・
事
に
配
当
し
、
事
点
で
顕
得
す
る
仏
身
を
他
受
用
身
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
、
他
受
用
身
で
あ
る
、
事
点
の
顕
得
成
仏
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
自
証
・
化
他
」
の
義
を
用
い
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
三
点
説
と
、
前
章
で
確
認
し
た
、
成
仏
に
お
け
る
「
自
証
・
化
他
」
の
義
と
の
密
接
な
関
係
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
種
即
身
成
仏
の
中
の
、
顕
得
成
仏
に
お
い
て
獲
得
す
る
仏
身
を
、
事
点
で
あ
る
他
受
用
身
と
す
る
こ
と
で
、
成
仏
に
も
他
受
用
身
的
な
性
格
が
付
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
、
他
の
衆
生
を
導
く
と
い
う
化
他
の
働
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
道
範
が
成
仏
論
を
説
く
に
あ
た
っ
て
、「
自
証
・
化
他
」
の
義
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
に
は
、
こ
の
三
点
説
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
道
範
の
三
点
説
が
教
主
義
の
み
な
ら
ず
、
成
仏
論
と
し
て
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
思
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
章
　「
即
事
而
真
」
を
め
ぐ
っ
て
　
本
章
で
は
、
道
範
の
成
仏
思
想
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
即
事
而
真
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
即
事
而
真
と
は
、
事
に
即
し
て
真
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
現
象
世
界
が
そ
の
ま
ま
真
理
の
世
界
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
道
範
の
『
大
日
経
疏
』
の
註
釈
書
で
あ
る
『
除
暗
鈔
』
と
『
遍
明
鈔
』
で
は
、
こ
の
「
即
事
而
真
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、「
遍
計
所
執
不
捨
」
と
「
四
相
常
住
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
の
解
釈
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
　
ま
ず
、『
除
暗
鈔
』
に
み
ら
れ
る
、「
遍
計
所
執
不
捨
」
の
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
そ
の
言
葉
の
通
り
、
妄
見
で
あ
る
遍
計
所
執
を
捨
て
ず
に
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
義
は
道
範
の
複
数
の
著
作
の
中
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
優
秀
修
士
論
文
概
要
（83）1186
が
、
と
り
わ
け
注
目
し
た
い
の
は
、『
即
身
成
仏
義
聞
書
』
に
み
ら
れ
る
、
円
珍
や
安
然
と
い
っ
た
台
密
の
学
匠
を
意
識
し
た
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
円
珍
や
安
然
の
著
作
の
中
で
、「
煩
悩
即
菩
提
」
が
説
か
れ
て
い
る
部
分
を
引
き
合
い
に
出
し
、
円
珍
や
安
然
の
教
義
が
、
遍
計
所
執
を
捨
て
る
立
場
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
遍
計
所
執
を
捨
て
ず
に
成
仏
が
可
能
で
あ
る
東
密
の
優
位
性
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
遍
計
所
執
不
捨
の
義
は
、
円
珍
や
安
然
の
教
学
に
対
抗
す
る
形
で
成
立
し
た
教
義
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
道
範
は
こ
の
「
遍
計
所
執
不
捨
」
の
義
に
お
い
て
、
頓
証
の
成
じ
や
す
さ
と
い
う
も
の
を
重
視
し
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
円
珍
や
安
然
と
い
っ
た
台
密
の
学
匠
の
教
義
を
意
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、『
遍
明
鈔
』
に
み
ら
れ
た
「
四
相
常
住
」
の
義
も
、「
遍
計
所
執
不
捨
」
の
義
と
同
様
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
仏
徳
の
現
れ
で
あ
る
と
見
做
す
考
え
方
で
あ
っ
た
。
四
相
と
は
、
生
・
住
・
異
・
滅
の
四
相
で
あ
り
、
通
常
は
こ
の
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
無
常
で
あ
る
様
を
説
明
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
道
範
の
著
作
で
は
、
こ
の
四
相
が
そ
れ
ぞ
れ
常
住
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
即
事
而
真
が
他
宗
に
は
な
い
真
言
宗
独
自
の
思
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
目
の
前
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
真
理
の
世
界
に
包
摂
さ
せ
て
考
え
る
、
天
台
や
華
厳
の
教
学
に
対
し
て
、
真
言
宗
の
優
位
性
を
示
す
た
め
に
、
唱
え
ら
れ
た
説
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
目
的
意
識
は
、
先
に
検
討
し
た
遍
計
所
執
不
捨
の
義
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
道
範
が
他
宗
の
教
学
と
の
競
合
の
な
か
で
、
よ
り
一
層
こ
の
現
象
世
界
を
肯
定
し
て
い
く
方
向
に
向
か
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
遍
計
所
執
不
捨
」
と
「
四
相
常
住
」
の
両
義
は
、
後
世
に
受
け
継
が
れ
、
論
義
の
算
題
と
し
て
結
実
す
る
。
そ
れ
だ
け
こ
の
問
題
が
東
密
の
教
義
に
お
い
て
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
空
海
以
降
の
東
密
の
成
仏
思
想
に
、
他
宗
、
特
に
台
密
の
教
学
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
て
、
結
び
に
替
え
た
。
